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皆様から表紙の絵を大募集しています。可愛いイラスト、リアルなウミガメ、ウミガメをモチーフにしたデ
ザイン等々、ウミガメに関するものでしたらどんなものでも構いません。ウミガメを見る機会のある方や、
日頃から深くウミガメに関わりのある方は、ぜひ一度描いてみてください。皆様からの素敵な絵をお待ち
しております。

●サイズ：B5
●色：仕上がりはモノクロになります。
●期限：〆切はありませんが、次号の掲載をご希望の方は、
　　　  お早めにお願いします。
●応募方法：大阪事務局に郵送又はメールでお送り下さい。
●送付先：〒573-0163 大阪府枚方市長尾元町5-17-18-302 
　　　　　日本ウミガメ協議会　マリンタートラー編集部
　　　　　※メールの場合は info@umigame.org　まで
　　　　　　件名に「マリンタートラー表紙」と明記の上お送り下さい。

会報の名称マリン・タートラー(Marine Turtler)は、英和辞書には載っていません。
つまり、教育的にはあまり相応しい英語とは言えません。ただし、米国では、最近ウミガメ関係者をこう呼ぶ
ことがあります。ウミガメを守りたい人や、ウミガメを研究したい人、立場上仕事でウミガメに関わるように
なった人、ウミガメが好きな人など、ウミガメに関わる全ての人を、我々はマリン・タートラーと呼ぶことを
提唱したいと思います。

表紙の絵
谷本　楓牙（タニモト　フウガ）くん　

今号の表紙の絵は、高知県室戸市元小学校２年生の谷本く

んのイラストです。当会の室戸調査基地では、毎年 元小学

校に出前授業にいっています。その際に、このイラストを描

いて頂きました。竜宮城へ行く浦島太郎とウミガメをカニさ

んが通せんぼする構図になっています。詳しくは11ページ

をご覧ください。
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「あなたは だ～れ？」
国立研究開発法人水産研究・教育機構　国際水産資源研究所　岡本 慶

ウミガメ基礎講座24



4Marine Turtler



Marine Turtler

紀州田辺のウミガメ漁　―江戸から昭和時代にかけての変化―
近畿大学文芸学部 教授　藤井 弘章

ウミガメの民俗15
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ウミガメの民俗15
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ウミガメの民俗15
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　事務局長 松宮 賢佑

大阪事務局 より
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魚釣りで死んでしまったウミガメの話し
エバーラスティング・ネイチャー小笠原事業所（小笠原海洋センター）　北山 知代

　

　

各地からの報告　
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地元の子どもたちの学びと発想に感動
 室戸基地 田中 優衣

　

各地からの報告　
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黒島研究所 若月 元樹

　

社会貢献者表彰を受賞
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亀レースのご報告と紀宝町ウミガメ総選挙のお知らせ
 紀宝町ウミガメ公園 岡崎 鮎美

　

各地からの報告　
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黒島研究所での学芸員実習を終えて
三重大学生物資源学部 平井 航大
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澎湖諸島のウミガメ会議
黒島研究所 亀田 和成

　10 月 11 ～ 13 日、台湾の澎湖（ほうこ）諸島で開催された The international turtle's conservation 
workshop in Penghuに参加してきました。この会議は、台湾の高雄師範大学のLo Liu-chih博士がまとめ役で、
西部太平洋域におけるウミガメの現状を共有し、保全について議論をすることが目的です。台湾の馬公に、台湾、
ハワイ、中国、日本の研究者や行政関係者、台湾の大学生たち約 50名が集まり、8題の発表がありました。

　先ず、ハワイのジョージバラーズさんと、マークライスさんからハワイのアオウミガメの保全について報告が
ありました。手厚い保護によって順調に回復しているそうです。近年は、学生がウミガメ調査に参加できるプロ
グラムを行っていて、カメの捕獲調査に参加する学生らの様子が紹介されました。一見すると、私たちの黒島
研究所や多くの NPO が実施していることと同じように見えますが、日本では 学生たち個人の意思＆自腹で参
加しているのに対して、ハワイでは行政が学生にバックアップしているという話でした。
黒島研究所でも、サークルの慣例として参加した学生の中から、故郷を見つけたかのように通い始める学生
が現れます。元  々やる気のある学生だけでなく、大学に入ったものの目標の決まっていない学生を参加させる
プログラムは、今後は日本でも重要になってくるかもしれません。

　次に台湾からの発表です。台湾の産卵地として有名なのは蘭嶼島で、年に 30～ 50 回ほどのアオウミガメ
の産卵があります。この会議の開催地の澎湖諸島でも 10 数回ほど産卵があるそうです。そこで、産卵巣のモ
ニタリングとふ化率を調査しているという発表でした。沖縄なら八重山諸島でも、沖縄島でも、座間味諸島で
も 100 回以上の産卵があるのに、ずいぶん少ないと感じました。一方で、ウミガメの規制にはとても厳しく、
ウミガメの卵はもとより、漁業で捕獲されたものも全て採取禁止です。そして、毎年 何名も逮捕されているとか。
最近も、スクーターにカメを載せて走っていた人を逮捕したそうです。産卵が少ないのは、まだこっそり食べら
れているからでしょうか。その他には、日本では珍しいヒメウミガメがけっこう見つかるという話がありました。
また、台湾ではアオウミガメしか産卵しませんが、八重山ではアカウミガメ、アオウミガメ、タイマイの 3 種が
みられます。八重山からは見れば、沖縄本島よりも近い台湾ですが、産卵の数も住んでいるウミガメ達もだい
ぶ違うようです。

　会議の後は、澎湖諸島で最大のウミガメ産卵地である望安島へ移動しました。島につくと早速ウミガメの産
卵地である砂浜を見学しました。星砂から出来た砂はとても柔らかく、素晴らしい浜でした。陸地側も植物に
囲まれていて、夏場は海鳥たちの巣も多いそうです。その後は望安にあるうみがめ保育センターを見学しました。
予定では、もう数日間 現場の視察をする予定でしたが、台風による時化のため中止となりました。急きょフリー
タイムになったので、スクーターを借りて、澎湖生活博物館、海洋資源博物館、化石館、図書館と博物館巡
りしてきました。台湾は博物館ラッシュのようで、望安のうみがめセンターも含めて、どの建物も新しくとても立
派です・・でも・・、なぜか展示物はすべてレプリカです。伝統的な生活様式に使う品々も、大水槽の中を
泳いでいるマグロやウミガメ、エビたちもすべてレプリカです。これは展示の維持にかかる費用を抑えた結果
なのか、それとも進み過ぎた動物愛護の影響なのか。見た目は本物そっくりなレプリカたち、それを水槽越し
に眺める観光客たち、言葉では上手く伝えられない違和感を残す出張となりました。

出張報告
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Seaturtle goods shop 



ご寄付を頂いた方  々

元会長の亀崎さんの紹介で、久しぶりの海外出張をしてきました。場所は、台湾の澎湖諸島。会議の
合間に公設市場に行って、念願のサバヒー粥を食べてきました。このサバヒーはボラとアジを足した
ような魚で、世界的には養殖が盛んな大衆魚です。日本にも生息していますが食べません。それは小
骨が多いから。期待通り、澎湖の公設市場ではサバヒーは、カンパチやテラピアと並んで普通に売っ
ています。裏路地でお客の多そうな店を選んで注文してみました。どうやって小骨を処理するのかと
思っていたら、なんと小骨のない腹身しか入っていない。後で、Liu-Chih先生に聞いたら、小さいのは
丸ごと、大きいのは腹身だけしか粥に使わない、でも背身はすり身にすると美味しいぞ、と教えて頂き
ました。そういえば、和歌山や高知で有名なウツボ料理も肛門から尾は骨だらけなので、切り取って
食べます。教えられてみれば同じやり方でした。このサバヒー、黒島にもたくさんいるで黒島でも料理
法を広めたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒島研究所：亀田  和成

STSmembers募集中！

STS(SeaTurtleSupport)membersは、ウミガメと共に生きていける自然、環境について
考え、その研究・保護活動に協力する人々の集まりです。日本ウミガメ協議会では、当会を
サポートしてくださるSTSmembersを随時募集しております。
皆様のお知り合いで、自然が好きな方、海が大好きな方、ウミ
ガメに興味をお持ちの方がおられましたら、是非入会をお誘
い下さい。

玉岡 昇治、シャディ㈱、ヤフー(株)、斎藤 充、串本海中センター、鈴木 里美、吉田 麻美子、池
村 茂、四国コカコーラボトリング(道の駅日和佐・かめたろう)、白崎 英文、一般財団法人H2O
サンタ、半井 富子、奥田 恭子、坂東 武治、南知多ビーチランド、江口 英作、国民宿舎紀州路
みなべ、ライオン株式会社。(敬称略、寄付を頂いた日付順)

そして、みなべ基地、黒島研究所、室戸基地へのご寄附＆差し入れを頂いた方々。

入会金：なし

年会費：個人会員3,000円、団体会員10,000円

　　　  特別会員100,000円

会員特典：オリジナル会員証＆グッズ、機関誌

編集後記

マリンタートラー（日本ウミガメ協議会機関誌）

発行日　2017年 12月 25 日
発行　　日本ウミガメ協議会
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